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1 本事業のエグゼクティブサマリ 

1.1 事業の概要 

1.1.1 事業の目的 

本事業の目的を以下に示す。 

① 携帯基地局データによる、県外を含めた市内外・市内々における旅客流動（移

動）データの構築 

② 都市 OS への移動データ配備の有用性検証と、移動データの安定的な供給に

つなげるためのロードマップ作成 

 

 

図 1 事業の概要 

 

1.1.2 現状における課題及び対応の方向性 

1.1.2.1 都市政策・都市運営 

課題として、種々の政策立案で活用している“PT データ（純流動データ）”の鮮

度劣化に伴う精度低下があげられる。 

そのために、ローコスト、高頻度等、ビッグデータの特性を取り入れた“新たな純

流動データ”の構築、高松市がこれまでに実施してきた“需要予測モデル”のリバ

イスによる効果検証精度の向上を図る。 

1.1.2.2 データ構築・都市 OS 展開 

課題として、「市内外・県内外の純流動を把握できるデータが存在しない」、「デ

ータ活用ハンドリングの悪さや、鮮度劣化等を起因とした従来データの非効率な

活用」ということがあげられる。 

そのために、基地局データ・交通系 IC データを用いた、代表・端末交通手段が

把握可能な純流動データベース構築を図るとともに、移動データを兼ね備えた都

市 OS の構築、行政内外での対策検討の基礎データとしての活用を模索する。 
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1.2 実証内容 

前述の課題及び方向性を踏まえ、実証内容として以下の 2 点を設定する。 

【実証内容】 

① 携帯基地局データと、既往データの活用により、PT と類似した“新たな移動

データ”の構築可能性を検証 

② 移動データの他分野での活用機会創出に資する都市 OS への組入れに向けた

検討 

 

 
図 2 新たな移動データの構築イメージ 

 

1.3 携帯電話の位置情報データの分析・活用方法の概略 

データの分析及び活用方法の概略は以下に示すとおりである。 

① 本事業で構築した“新たな移動データ”を用いた、既存プロジェクト（新県立ア

リーナ）に関する来場客受け入れ環境整備に関する検証 

② 都市 OS への組入れに向けたロードマップ構築（データ更新費用確保に向け

た事業スキーム検討等） 

 

図 3 ロードマップ構築に向けた検討要素  

携帯基地局データ
・代表手段（航空・鉄道・その他）OD
・主要駅のトリップチェーン

交通系ICカードデータ
・鉄道駅間OD、バス停間OD

PTデータ
・OD間交通手段分担率
・端末交通手段分担率

交通手段 OD量
（時間帯別・属性別）

交通手段分担率

代表 端末

航空 基地局ビッグデータ 公共:ICﾃﾞｰﾀ
その他:PTﾃﾞｰﾀ

鉄道 基地局ビッグデータ 公共:ICﾃﾞｰﾀ
その他:PTﾃﾞｰﾀ

バス

交通系ICデータ
基地局ビッグデータ

県間:幹線旅客純流動
県内:PT/ICデータ ―

自動車等

全手段ODからの差し引き
したものをPTのOD別時間
帯別分担率で案分
※道路交通ｾﾝｻｽODで検証

―

代
表
・
端
末
手
段
別
Ｏ
Ｄ
表

（
時
間
・
属
性
を
考
慮
）

〈用いるデータ〉 〈代表交通手段別でベースとするデータ〉
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2 本事業の実施体制及び概要 

2.1 本事業の実施体制 

2.1.1 実施体制図 

実施体制図を以下に示す。 

基本的に、パシフィックコンサルタンツ株式会社単独での事業実施とする。 

なお、弊社は、高松市が抱える課題を高松市役所とともに相互に共有・認識して

おり、交通政策・拠点整備等の種々のまちづくり計画の策定・実施に関する知見

に加え、現在提案中のスーパーシティ構想の考え方に基づく都市 OS 構築に向け

た検討を行うものとする。 

 

2.1.2 実施体制及び主体間の連携の考え方 

実施体制及び連携については上図のとおりであり、基本的には実施主体である

「パシフィックコンサルタンツ株式会社」が実施する。 

また、高松市役所をトータルアドバイスとして位置づけ、スマートシティ、スー

パーシティ検討組織との調整・連携に携わっていただく。 

さらに、基地局データの取得にあたっては、データ保有機関である「ソフトバン

ク株式会社」と連携し、本事業と整合したデータ構築に向けて検討する。 

 

 

図 4 実施体制図 

 

  

【実施主体】
パシフィックコンサルタンツ

株式会社
※ｽﾏｰﾄｼﾃｨたかまつ推進会議、

スーパーシティ構想メンバー
【トータルアドバイス】

高松市役所

【基地局BD提供】
ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ株式会社

ｽﾏｰﾄｼﾃｨたかまつ
推進会議

高松
ｽｰﾊﾟｰｼﾃｨ構想

その他
企業・関係機関

連携
共同

データ購入各種調整・工夫

交通政策 総合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

DX PPP 環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ

調整

調整

調整
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2.1.3 構成主体間、連携主体間、関係団体（地権者・道路管理者・警察等）との調整状況 

関係各所との調整状況は以下の通りである。 

 

表 1 調整の間柄と調整状況 

調整の間柄 調整状況 

構成主体 

⇔関係主体 

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ株式

会社 

⇔高松市役所 

 本事業実施にあたり上記体制での事業実行について

調整済 

 なお、両者間はこれまでに交通政策・都市計画をメイン

に種々の業務にてデータ駆動型社会に準ずるまちづくり

検討を実施済 

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ株式

会社 

⇔ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ株式会社 

 ソフトバンクの基地局位置情報を活用したサービス「全

国うごき統計」を本事業の中で移動ビッグデータとして活

用することを調整済  

※「全国うごき統計」の詳細は後述 

関係主体 

⇔関係団体 

高松市役所 

⇔ｽﾏｰﾄｼﾃｨたかまつ推進

会議・高松ｽｰﾊﾟｰｼﾃｨ構

想ﾁｰﾑ 

 現時点では未調整ではあるが、種々の対策検討及び

プラットフォーム、都市 OS 検討において、基盤となる組

織であることから、都市 OS への組込み（ロードマップ構

築）に関しては、逐次調整・連携していただくことを了

承済 

 

2.1.4 情報管理体制 

情報管理体制は下図の通りとする。 

2.1.4.1 情報セキュリティについて 

代表者である PCKK は、高度情報社会の進展に鑑み、経営理念及び企業行動憲章

を踏まえ、業務等で預託された情報をはじめ事業活動に利用する情報資産を適正

に運用・管理する。加えて、弊社で定める「情報セキュリティ規程」に則り、業

務を遂行するものとする。 

2.1.4.2 個人情報の管理 

個人情報の保護の重要性を認識し、この契約による事務を処理するための個人情

報の取り扱いに当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、行政機

関の保有する個人情報の保護に関する法律（平成 15 年 5 月 30 日法律第 58 号）

第 6 条第 2 項の規定に基づき、個人情報の漏洩、減失、改ざん又は棄損の防止そ

の他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じるものとする。加えて、

弊社で定める「個人情報管理システム」に則り、個人情報の適切な保護に努める

ものとする。 
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2.2 事業の目的 

2.2.1 ①携帯基地局データによる、県外を含めた市内外・市内々における旅客流動（移

動）データの構築 

高松市では、高松広域都市圏として、これまでに計３回の PT 調査を概ね 20 年

間隔で実施してきており、総合交通計画、公共交通網形成計画、再編実施計画等、

交通環境の向上に資する各種計画策定にあたってのベースデータ・需要予測用デ

ータとして活用し続けている。 

その中で、最新の PT データは H24 年データであるため、その後における各種

開発や新駅等の供用、都市計画に関する線引き廃止などによる顕在化した事象が

反映できていないデータとなっており、種々の計画検討を行うにあたり、“鮮度

がかなり落ちたデータ”となっている。 

加えて、PT データは都市圏居住者を対象としたものであるため、県外来訪客の

流動は含まれておらず、幹線旅客純流動データと PT データ等を組合せることに

より、データ補完したうえで対応しているが、瀬戸内芸術祭などによる来訪客増

加を踏まえた観光政策等においては、都度、統計的な確からしさを担保できない

数でのアンケート調査を実施し、一定の状況把握に過ぎない状況となっている。 

そこで、携帯基地局ビッグデータをもとに、高松市及び交通事業者保有の種々の

データを組み合わせることにより、PT データ更新までの期間を補完するデータ

ベースの構築を目的とする。 

表 2 高松市等での PT 調査実施状況 

回 実施年次 前回との間隔 
1 回 昭和 49 年 － 
2 回 平成元年 15 年 
3 回 平成 24 年 23 年 

表 3 高松市の PT 活用状況（第 3 回 PT 調査分のみ） 

年次 計画 

H28 
バス基幹系統ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ向上策検討 
A 駅新駅整備基本計画 

H29 
ﾌｨｰﾀﾞｰﾊﾞｽ・新交通ｼｽﾃﾑ導入検討 
交通結節点整備検討 

H30 
バス路線網再編実施計画 
総合都市交通計画・新交通ｼｽﾃﾑ導入検討 
B 駅周辺整備基本構想策定 

R 元 
B 駅周辺整備基本計画 
広域連携中枢都市圏バス路線検討 

R2 
都市再生整備計画 
都市計画道路網見直し 

R3 新たなモビリティサービス検討・駐車場・駐輪場整備計画 
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2.2.2 ②都市 OS への移動データ配備の有用性検証と、移動データの安定的な供給につ

なげるためのロードマップ作成 

高松市ではスーパーシティ構想を立案している。 

その構想では、『「移動データ」を鍵として、あらゆるサービスがつながり、偶発

的な「出会い」「発見」「交流」の連鎖を引き起こすことで、ヒト・モノ・コトの

移動が人と街を豊かにする「フリーアドレスシティたかまつ（FACT）」』を目指

す都市像としている。 

高松市は、福祉や環境・エネルギー政策、防災、生活サービス向上等、交通政策

以外にも移動を考慮した政策展開が必要であるものと認識しており、移動データ

を組入れた都市 OS の構築を目指している。 

そこで、都市 OS と移動データの“繋ぎ方”、繋がることにより創出されるユース

ケースについて検討し、最終的には都市 OS への安定的な供給につなげるための

ロードマップを作成することを目的とする。 

 

 
資料）高松市提供 

図 5 高松市スーパーシティ構想の概要 
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2.3 対象地域 

基本的な対象地域としては、高松市全域とする。 

また、対象とする流動については、OD の片足を高松市内に有する全旅客流動を対

象とする。 

 

 
図 6 本事業の対象地域・対象流動 

  

の説明図

高松市

①高松市内々流動

②高松市⇔市外※流動
※県外含む
対象外:
高松市外⇔市外
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2.4 解決を目指す課題の概要 

2.4.1 都市政策・都市運営上の課題 

課題 種々の政策立案で活用している“PT データ（純流動データ）”の鮮度劣化に伴う

精度の落ち込み 

対応 ローコスト、高頻度等、ビッグデータの特性を取り入れた“新たな純流動データ”の構

築、高松市がこれまでに実施してきた“需要予測モデル”のリバイスによる効果検証

精度の向上 

高松市は全国平均と同程度の水準で、人口減少、少子・超高齢化が進行しており、

都市運営にあたり、困難さが年々増している状況となっている。 

そこで、高松市は、都市としてのサービスレベル低下を最大限に抑制した効率化

（必要なものに重点投資、不要なものを廃止等）を図っている。 

ここで、効率化対策実施にあたっては、PT データに基づく需要予測をもとに効

果影響検証を行っており、その結果をエビデンスとして市民・利用者等との合意

形成を図っている。 

一方で、需要予測のベースとなる PT データは平成 24 年調査と古いため、最新

の交通系 IC カードデータの活用などにより、時点補正を行ってきたが、まちづ

くりを推進していく中で、移動ニーズの変化とともに、市内流動そのものが変化

しており、土地利用や交通政策等に関する計画立案にあたっては、ベースとする

移動データの時点更新が必要といえる。 

しかしながら、PT データを取得するための調査は、非常に大掛かりであり、多

くの費用を要するとともに、県・隣接市町と合同で実施することが条件となって

おり、PT データの時点更新が困難な状況にある。 

そのため、市単独による、市単独でも入手可能な、“新たな移動データ“の構築が

必要となっている。 
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2.4.2 データ構築・都市 OS 展開に関する課題 

課題 市内外・県内外の純流動を把握できるデータが存在しない 

対応 基地局データ・交通系 IC データの特性を生かした、代表・端末交通手段が把握可

能な純流動データベース構築 

携帯基地局データは、一般的に純流動としての OD 量の把握は可能ですが、交通

手段判定は一部のデータに限られている。一方で、交通系 IC カードデータは、

そのモードのみの流動に限られており、“総流動データ”となっている。 

市内関連流動については、市内々のみならず、瀬戸内芸術祭や新県立アリーナな

ど、広域的かつピーク性の高い来訪も多くなっていくことから、移動データに必

要な要素としては、「個人属性・移動時間帯を踏まえた、真の出発地・目的地及び

その間に利用した交通手段（代表・端末）」であるものと考えられる。 

そこで、既存のビッグデータを活用することにより、それぞれの特性を生かすこ

とで、PT に類似した“純流動データ”の構築が必要となっている。 

 

課題 データ活用に向けたハンドリングの悪さ、鮮度の劣化等を起因としたデータそのものの

非効率な活用 

対応 移動データを兼ね備えた都市 OS 構築により、種々の行政内外での対策検討の基

礎データとして活用可能 

高松市の計画策定において、交通政策に係る計画立案では、PT データをベース

データとした検討が行われている。また、データとしての鮮度低下への対応とし

て、交通系 IC カードデータやアンケート調査を行っている。 

一方で、その他政策検討にあたっては、PT データ活用にあたってのハンドリン

グの悪さや、各種計画において“移動を考慮する”という思想がないために、PT デ

ータはほとんど活用されていないのが現状である。 

効率的な施設配置、サービス展開を図っていくためには、“人の移動”を考慮した

計画立案が有効であり、そのためには、市役所内各部署・民間が容易に活用でき

るような都市 OS の構築が必要となっている。 
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2.5 分析・手法の概要 

上記の課題への対応として、①種々の検討のベースデータとして活用するための

“移動データの構築”、②多様な関係主体とともに一体的に効果的・効率的なまちづ

くり・サービス展開を図ることを目的とする“都市 OS への移動データの組入れ”に

ついて、本事業において検討する。 

 

 
図 7 分析・活用方法 
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2.6 事業の目標(KPI)及びそれに対する達成状況 

事業目標については、本事業における２つの取組に対して設定する。 

本事業（R3）の達成状況と、今後の継続的な目標の 2 種類を設定する。 

ここで、①移動データの構築における本事業としての事業目標として、高松市が抱

える直近の課題である“新県立アリーナの交通手段別利用者数”を算出し、駐車場計

画や歩行者動線計画の概略検証を行う。 

 

表 4 事業の目標(KPI)及びそれに対する達成状況 

取組 取組の狙い 事業目標（KPI） 達成状況の評価方法 

①移動データ

の構築 

・これまでに種々の計画

で活用してきた PT データ

に関して、基地局 BD 等

の活用により、簡易的か

つローコスト、ショートター

ムでの更新を可能とする

移動データを構築 

【R3】 

・データ構築費用圧縮 

・ケーススタディによる

“新たな移動データ”の

検証 

【全体】 

・ユースケース数 

【R3】 

・A.通常 PT 整備、B.基地

局 BD 版移動データ整備に

伴う費用差 

・新県立アリーナ整備による

交通インフラに関する量的

（過不足）検証 

【全体】 

・移動データそのもののみを活

用するユースケース数のカウン

ト 

※本事業によりユースケース

検討を実施 

②都市 OS 

組入れ 

・交通政策以外の行政

内各種計画及び民間サ

ービス検討を効率的かつ

効果的に検討・展開して

くための支援ツール「都市

OS」の充実化 

【R3】－ 

【全体】 

・ユースケース数 

【R3】－ 

【全体】 

・移動データを組入れた都市

OS 活用に関するユースケー

ス数のカウント 

※本事業によりユースケース

検討を実施 
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2.7 全体スケジュール 

本事業全体のスケジュールを以下に示す。 

① 移動データの構築と、②都市 OS 組入れ検討については、同時並行で行い、①

については、2 月末の構築を目指す。 

② については、ロードマップ構築をゴールと見据え、次年度以降につながる検討

を行う。 

 

表 5 業務の全体スケジュール 
 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

計画準備 

     

①移動データの

構築 

     

②都市 OS 組入

れ検討 

     

報告書とりまとめ 

     

事業進捗報告会 

成果報告会 

  

● ●     ● 

高松市との打合

せ 
● ● ● ● ● 

総政局との協

議・調整 
●  ●  ● 

  

実施計画書の作成 

データ入手（購入）等 データ構築 データ検証 

移動データ活用ニーズの
把握（表現方法） 

都市 OS の状況把握 

オープンデータ化・安定
供給に向けた課題抽出 

検討要素の 
概略検討 

ロードマップ 
構築 

3/18 

都市 OS へ 
組込むに 
あたっての 

検討要素の整理 
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3 実証実験の取り組み内容及び結果 

3.1 実証実験の取り組み内容 

3.1.1 携帯基地局データによる、県外を含めた市内外・市内々における旅客流動（移

動）データの構築 

3.1.1.1 課題の背景及び考えられる課題の原因 

1.（3）解決を目指す課題の概要で掲げた課題について、背景と考えられる原因に

ついて下表のとおり認識がある。 

現状の課題としては「非効率な調査」 、「莫大な調査費用」、「データ鮮度劣化」、

「データのハンドリング」であり、携帯基地局ビッグデータにより対応すること

が必要である。 

 

課題① 
種々の政策立案で活用している“PT データ（純流動データ）”の鮮度

劣化に伴う精度の落ち込み 

 

表 6 課題①の背景と原因 

背景 
 

考えられる原因 

• 調査実施に多くの手間がかか

る。 

• 調査費用が非常に高い 

 
• 紙ベースの郵送配布・郵送回収調査形式を基本としてい

るため、調査票配布～回収までの手間が多い。 

• 宛名に関して住民基本台帳からの抽出となる他、調査票

が煩雑なため被験者からの問合せも多く行政職員の対応

も多くなる。 

• 調査票が煩雑なことから、回収率が低くなることを前提に、

非常に多くの調査票を配布することが必要 

• 調査実施に当たり、県のリード

及び県下市町の協力（費用

負担）が必要であるが、県・

他市町から再調査実施の賛

同を得るのが困難 

 
• ハンドリングの悪さ等により調査データの活用頻度が低い。 

• 調査費用の圧縮のため、ゾーン数を可能な限り減らす傾

向にあり、その結果、地方部ではゾーン面積が広くなる傾

向。結果として、市町内々での流動が細かくわからないた

め、市町独自の都市政策に活用しづらい状況。 

• 活用頻度が低く、ﾉｳﾊｳがない「県・隣接市町」と、必要性

の共有化ができない 

• 年々、現況とデータ（過去）

に乖離が出てくる 

 
• 調査を実施してから、マスターデータができるまでに一定の

時間がかかる 

（１～2 年程度） 

• 地方としては、大規模開発が実施されただけでも、市内流

動が大きく変化する 
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課題②-1 市内外・県内外の純流動を把握できるデータが存在しない 

 

表 7 課題②-１の背景と原因 

背景 考えられる原因 

• 都市圏内流動は PT データ:

都市圏内々流動に関する目

的別手段別 OD（時間帯・

端末・属性等もデータ整備） 

• 都市圏間流動は幹線旅客純

流動データ:目的別交通手

段別 OD（代表のみ） 

• どちらもある一日の活動状況についてサンプル調査を行い

拡大処理することで全数データとしている。 

• 都市圏内はトリップ⾧も短いため、トリップ工程が煩雑では

なく、調査が比較的実施しやすい。一方で、都市圏間はト

リップ⾧が⾧いため、PT データのように細かく調査すると、調

査票が煩雑になるとともに、拡大処理が困難になる。 

• また、サンプル数の抑制を目的に、双方の目的に応じたゾ

ーン区分としているため、都市圏間流動については調査に

おいて、細かなトリップ工程の把握が不可能。 

 

 

課題②-2 
データ活用に向けたハンドリングの悪さ、鮮度の劣化等を起因としたデー

タそのものの非効率な活用 

 

表 8 課題②-2 の背景と原因 

背景 考えられる原因 

• そもそもデータの必要性が見いだせ

ていない 

• PT データは、いわゆるデータベース

のため、訴求力のあるアウトプットが

出せない 

• 市町に対して、PT データはいわゆるデータベースとして

の配布となるため、データ集計・分析できる人が限定

的 

• データ集計後のアウトプット（グラフ化・GIS 化）がで

きない 

• 単なる現況データとしてのみに捉え

ている。 

• データに基づく将来需要予測や、他ビッグデータによる

時点補正等の工夫ができないため、データとしての価

値が年々落ちる傾向。 
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3.1.1.2 利用する携帯電話の位置情報データの概要 

本事業では、ソフトバンクの基地局位置情報（ビッグデータ）にパシフィックコ

ンサルタンツ（株）の交通工学のノウハウに基づいた手段判定等の技術を加えた

新たな人流統計データサービス「全国うごき統計」を活用した。 

 

【網羅性】全人口拡大により、24 時間 365 日、全国・全人口の移動状況が把握可能 

【機能性】従来の基地局データでは把握できなかった移動経路、交通手段が把握可能 

 ※性別、年齢、居住地、時間帯も把握可能 

【信頼性】ソフトバンクの膨大な位置情報と統計データ補正により高精度を確保 

 

交通手段別のネットワークデータを構築し、位置・速度から交通手段・経路を判定 

 

図 8 交通手段・経路判定イメージ 

 

エリア毎に人口拡大した交通手段別データと、交通手段別の統計データを照らし

合わせて繰り返し計算により、統計データと相関性の高いトリップデータを作成 

 
図 9 高精度確保イメージ 
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表 9 移動データ構築に用いるデータの概要 

 OD 単位 手段判定 個人属性 備考 

携帯基地局 BD 

（ 全 国 動 き 統

計） 

500m 

メッシュ 

ゾーン 

パッケージで判定済 

（航空・鉄道・その

他） 

年齢階層 • 時間帯把握も可能 

• 目的分類・端末交通手段の

把握は不可能 

• 真の出発地・目的地の把握

が可能 

交通系 IC カード

データ 

（ IruCa カ ー

ド） 

住 所 （ 郵

便番号） 

バス停・駅 

鉄道・バス 年齢・性別 • 真の出発地・目的地は把握

不可能 

• 住所及び時間帯より出発地

/目的地の想定は可能 

PT データ PT ゾーン 代表交通・端末交

通ともに把握可能 

年齢・性別 • 真の出発地・目的地・経由

地の把握が可能 

• アンケートベースのため、細か

なトリップはデータ未整備の可

能性大 
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3.1.2 都市 OS への移動データ配備の有用性検証と、移動データの安定的な供給に

つなげるためのロードマップ作成 

移動データを、既存の高松市版都市 OS（またはベースレジストリ）に組入れに

あたっては、システム構築に向けた検討に加え、オープンデータ化への対応、デ

ータ取得に向けた対応などが必要であることから、今後検討すべき要素を明確化

したうえで、ロードマップを構築する。 

 

表 10 都市 OS への移動データの配備に向けた検討テーマ 

検討要素 本事業での検討内容（アウトプット） 

頻 繁 な 利 活 用 に

向けた 

システム検討 

 行政各部署、民間が活用しやすい移動データの表現方法に関す

る検討 

 ニーズの高い表示に関するシステム的な可能性を、都市 OS ｼｽ

ﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞｰ（NEC）等と調整 

携 帯 基 地 局 ビ ッ

グデータを 

安 定 的 に 確 保 す

るための 

事業スキーム 

 携帯基地局データについては、有料であることから、その原資

を確保することが必要となるため、事業スキーム検討において、

今後、内容を詰めていくべき要素（マネタイズ、従量課金制、

高松市以外のデータ利活用等）について概略検討 

データ更新頻度 

 データ更新に関する費用等を勘案したうえで、各種政策立案、

サービス展開に向けて必要となる、定期的な更新頻度について

検討するための基礎調査を行う。 

オ ー プ ン デ ー タ

化に向けた弊害 

 BD 提供事業者（SB）と調整の上、オープンデータ化する場合

の条件（費用・範囲・用途等）項目の明確化を図る 
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3.2 分析手法詳細と分析結果 

3.2.1 携帯基地局データによる、県外を含めた市内外・市内々における旅客流動（移

動）データの構築 

3.2.1.1 分析手法詳細 

3.2.1.1.1 基本的なスタンス 

総トリップ数は携帯基地局データの値とする。 

また、OD の単位は 500m メッシュとする。 

さらに、手段判定において、航空・鉄道は「携帯基地局データ（全国動き統計）」、

バスは IC カードデータ（IruCa）を踏襲し、「その他（自動車・自転車・徒歩等）」

については、PT データの手段割合より按分する。 

各種按分単位については、時間帯別年齢階層別 OD ごとに設定する。 

 

 

図 10 移動データ構築の概要 

 

  

携帯基地局BD PTデータICカードデータ

ゾーン単位
統一
（500mﾒｯｼｭ）

OD表作成

郵便番号:ﾒｯｼｭ分割・統合
駅・バス停:ﾒｯｼｭ番号紐づけ PTゾーン→ﾒｯｼｭ分割・統合

500mﾒｯｼｭODでの
時間帯別年齢階層別OD別
交通手段割合算出

手段別でのデータ分割

バス・車・自転車等航空・鉄道

車・自転車等（バス削除）

航空・鉄道OD
（端末あり）

バスOD 鉄道OD
（ﾊﾞｽｱｸｾｽあり・なし）

バスOD自動車
OD

自転車
OD

徒歩
OD
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3.2.1.1.2 ゾーン単位の統一 

補正・補完を行うための PT データ・IC カードデータについて、携帯基地局デー

タとは OD ゾーン単位が異なるため、携帯基地局との統一を図る。 

PT データのメッシュ化に当たっては、ゾーンごとの発生集中量を被説明変数、

ゾーンごとの人口・従業者数を説明変数とした回帰式を構築したうえで、その回

帰式をもとにメッシュ単位に分割・統合する。 

 

3.2.1.1.3 OD 表の作成 

① 航空 

携帯基地局データをそのまま活用する。 

空港からの 2 次交通については、PT データ、航空旅客動態調査データ、

IruCa データをもとに手段分割する。 

 

 

図 11 航空を利用した OD の設定 

 

② 鉄道 

携帯基地局データをそのまま活用する。 

PT データ（主要駅は基地局データ）をもとにメッシュと最寄り駅の関

係性を設定のうえ、駅間 OD を作成する。 

駅からの 2 次交通について、バスは IruCa、その他は PT データで按分

する。 

 

基地局航空OD

端末検討
《バス》

リムジンバス乗降データを活用

※全体として、航空旅客動態調査
に整合するように補正

《その他》
PTデータ

基地局航空OD
（二次交通含む）
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図 12 鉄道を利用した OD の設定 

 

③ バス 

IruCa カードのバス利用トリップをベースに、IruCa 利用率を考慮した

うえで活用する。 

 

④ その他（自動車・自転車・徒歩） 

携帯基地局データより航空・鉄道 OD を除いたものから、さらに、左記

で示したバス OD 分を控除し、自動車等の OD 量を設定する。 

PT データの交通手段分担率より、3 交通手段に分類する。 

 

 
図 13 バス・その他の手段を利用した OD の設定 

基地局鉄道OD

基地局鉄道OD
（二次交通含む）

駅間OD

〈O/Dに関する利用駅設定〉
・PTデータ・携帯基地局データ（駅ﾃﾞｰﾀ）をもとに
メッシュ別の最寄り駅を設定

O-乗車駅、降車駅-D
間の手段分担

〈端末検討〉
・IruCaカードによりバスを先取りしたうえで、残りの
ODをPTによる分担率で按分

IruCaバスデータ

バスOD

基地局他OD

他OD

〈手段分担〉
・PTデータによるOD別分担率

〈各種設定〉

ﾒｯｼｭ別最寄りバス停設定

IruCa利用率による補完

自動車等OD

自動車OD 自転車OD 徒歩OD
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3.2.1.2 分析結果 

市内々・内外の比率について、H24PT と比較すると、市内々の割合が多くなっ

ている。 

手段判定については、市内々・市内外ともに鉄道が多くなっており、IC カードデ

ータに基づく補正が必要である。 

年齢階層別トリップ数についてみると、市内々移動は、生産年齢層において多く

なっており、今後の検証が必要である。 
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3.2.1.2.1 データの素集計結果（H24PT データとの比較） 

 基地局データでは、市内々のトリップ割合が PT データと比較すると多くなっ

ている。 

 これを交通手段別にみると、鉄道、その他手段において、多くなっており、鉄

道需要量が多くなったとともに、PT では細かなトリップをアンケートで答え

ないケースが多いため、データ上潜在化していたトリップが顕在化したためと

考えられる。 

 また、年齢階層別にみると、PT では全年齢層で同程度のトリップ数となってい

る一方で、携帯基地局データでは生産年齢を頂点としたピラミッド形となって

いる。これも、アンケートと実数値との差が出ているものと考えられる。 

 

図 14 OD 割合 

ʬ市内々ʭ 

 

ʬ市内外ʭ 

 

図 15 手段別トリップ数(上：市内々、下：市内外)  
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ʬ市内々ʭ 

 

ʬ市内外ʭ 

 

図 16 年齢階層別トリップ数(上：市内々、下：市内外) 
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3.2.1.2.2 データ構築結果 

① 発生集中量 

ア）全手段 

 全手段で見ると、都心部を中心に、国道 11 号（中央通り）よりも

東側における発生集中が多くなっていることが確認できる。 

 また、都市機能誘導区域・居住誘導区域内で概ね収まっていること

が確認できるが、市南東部などにおいて、発生集中が多いものの、

誘導区域外となっているエリアも存在する。 

イ）航空 

 高松空港及び都心部において、発生集中量が突出して多くなってい

ることが確認できる。 

ウ）鉄道 

 市域において面的に利用が多くなっていることが確認できる。特に、

都心部及び市北西部における利用が多い状況にある。 

エ）バス 

 中央通り沿線や中央通り東側におけるバス需要が多くなっており、

バスの運行頻度が多いエリアでのバス需要が多いことが確認でき

る。 

オ）自動車 

 市域内で面的に自動車需要が多くなっており、各種誘導区域に関係

なく、面的に自動車発生集中が存在している。 

カ）自転車 

 自動車と比較すると、発生集中分布が広がる範囲は狭くなっている

ものの、市域東側において集中していることが確認できる。 

キ）徒歩 

 自転車と同様の発生集中状況となっている。 
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【全手段】 

 
図 17 構築した移動データに基づく全手段での発生集中量 
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【航空】 

 
図 18 構築した移動データに基づく航空での発生集中量 
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【鉄道】 

 
図 19 構築した移動データに基づく鉄道の発生集中量 
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【バス】 

 
図 20 構築した移動データに基づくバスの発生集中量 
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【自動車】 

 
図 21 構築した移動データに基づく自動車の発生集中量 
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【自転車】 

 
図 22 構築した移動データに基づく自転車の発生集中量 
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【徒歩】 

 
図 23 構築した移動データに基づく徒歩の発生集中量 
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② 該当施設（メッシュ）への来訪者の発生地 

ア）サンポート地区 

 高松市北部地域に集中しており、来訪元の範囲は比較的狭い状況と

なっており、都市圏の核として求心性は非常に低いことが確認でき

た。 

イ）丸亀町商店街周辺 

 高松市の中心部であることを踏まえ、広域的な範囲からの来訪需要

が多い状況となっている。特に、都市部内など、人口集積の高いエ

リアからの来訪が多いことが確認できた。 

ウ）サンメッセ香川 

 サンメッセ香川周辺における来訪需要が多いことが確認できた。 

 来訪範囲としては、冒頭のサンポートよりも広くなっており、市中

央部における求心力の高いエリアとなっていることが確認できた。 

エ）仏生山駅周辺 

 サンメッセ同様に当該エリア周辺における来訪が多いことが確認

できた。 

 また、中央通り・ことでん琴平線沿線からの来訪需要が多く、また、

バスが運行している地区東側からの需要が多いことが確認できた。 
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【サンポート地区】 

 
図 24 構築した移動データに基づくサンポート地区への来訪元分布 

 

  

サンポート地区 
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【丸亀町商店街周辺】 

 
図 25 構築した移動データに基づく丸亀町商店街周辺への来訪元分布 

  

丸亀町商店街周辺 
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【サンメッセ香川】 

60.45  

図 26 構築した移動データに基づくサンメッセ香川への来訪元分布 

 

  

サンメッセ香川 
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【仏生山駅周辺】 

 
図 27 構築した移動データに基づく仏生山駅周辺への来訪元分布 

  

仏生山駅周辺 
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3.2.2 都市 OS への移動データ配備の有用性検証と、移動データの安定的な供給に

つなげるためのロードマップ作成分析 

3.2.2.1 分析手法詳細 

3.2.2.1.1 頻繁な利活用に向けたシステム検討 

高松市がスマートシティ構想等により対応を進めている、道路や鉄道などの交通

インフラデータや、建物データなどを束ねた“デジタルプラットフォーム”に関し

て、種交通モード利用履歴データに加え、交通系 IC カードでは把握が困難な真

の目的地、出発地等がわかる携帯基地局ビッグデータを用いた、移動データをベ

ースデータとして取り込み、今後の交通計画や防災、開発計画等の基礎資料とし

て活用していくことを目指す。 

ここで、移動データについてはデータのハンドリングやデータの活用が、不慣れ

な方々には難しいことを念頭に置き、可能な限り簡易な方法により知りたい情報

（例えば、特定メッシュをクリックすると、関連する OD の出発地、手段、年齢、

時間帯別滞在人口などがわかる等）を得ることができるようなシステム構築を目

指す。 

 

資料）高松市提供 

図 28 高松市が検討する都市 OS の概念 
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3.2.2.1.2 携帯基地局ビッグデータを安定的に確保するための事業スキー

ム 

携帯基地局ビッグデータを安定的に確保することにより、データの鮮度を保って

いくためには、データを多くの人に有料で活用していただくことが有効である。 

また、一つの市町ではなく、複数の市町が束となってデータを購入していくこと

も、財源を確保していく上では有効であるものと考えられる。 

そこで、民間へのオープンデータ化にあたり、従量課金制などの制度設計を行う

ことにより、利用料収入を得るとともに、中枢連携都市圏等、複数市町が一体と

なって施策展開している場合には、それら組織体の中で、資金繰りを検討してい

くことが求められる。 

また、都市内における移動に関して、交通系 IC カードの活用モードを増やすこ

とにより、移動データを入手できるチャンネルを増やすことも有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 安定的なデータ更新を目的とした事業スキーム 

 

 

  

データ範囲 

:高松市＋隣接市町 

携帯基地局データ 
提供者 

（キャリア） 

〈移動データ管理・構築〉 
高松市 

（出資・データ活用） 

隣接市町 
（中枢連携都市圏等） 

交通事業者 

民間・個人 
（データ活用者） 

出
資

  

利用料 

出資 支払い 
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3.2.2.1.3 データ更新頻度 

一般的に OD データについては、道路交通センサス、幹線旅客純流動調査データ

は 5 年、PT データは 10～20 年程度となっている。特に、地方部における PT デ

ータの更新頻度は低い。 

また、PT 調査の実施にあたっては、都市圏を構成する県及び市町が連携して調

査費を負担することが求められることから、都市圏全体での合意を得ることが難

しい状況にあり、それが更新頻度の低下に起因しているものと想定される。 

一方で、本事業でのデータ構築にあたっては、データ購入費用として約 8 百万円、

直接人件費を含めても 13 百万円程度であり、PT データ構築に係る費用（約 8 千

万円程度）と比較すると、安価で対応可能であり、1 市町単独での対応も可能で

あることから、データの更新頻度としては一定程度の水準を確保できるものと考

えられる。 

そこで、市町の財政によるものが大きいが、更新頻度としては 5～10 年をベース

とすることが有効であるものと考えられる。 

3.2.2.1.4 オープンデータ化に向けた検討 

携帯基地局データは有料データであるため、闇雲にオープンデータ化を施すこと

は困難である。 

一方で、都市における移動データについては、種々の開発計画や社会資本計画、

さらには、防災計画などの立案等、行政・民間ともに非常に有効なデータである。 

ここで、データを有効に活用していくためには、データハンドリングの容易さに

加え、どのようなことがデータにより把握できるかをユーザーがしっかりと認識

することが必要である。 

そこで、一部データについて、システムを通じてオープンデータ化を行うことに

より、データとの距離感を近しくすることが有効であるものと考えられる。 

 
資料）駅利用圏ポテンシャルまっぷ（https://pacific-tdpf.jp/Home/Map） 

図 30 東京データプラットフォーム（TDPF）ケーススタディ事業における 

駅利用圏ポテンシャルマップ  
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3.3 分析結果を踏まえた課題解決方策の検討結果 

3.3.1 携帯基地局データによる、県外を含めた市内外・市内々における旅客流動（移

動）データの構築 

3.3.1.1 交通手段構成 

 H24PT データと比較すると、代表交通手段では、鉄道および自動車が増加し、

バス、二輪車、徒歩が減少している。 

 減少したモードの中で、二輪車、徒歩については、これまでの PT 調査の推移

と同様に減少傾向が続いているためと考えられる。 

 バスについては、近年の公共交通利用促進に伴いバス需要としては上がってい

ることから、IruCa カードでは把握しきれないバスが存在するとともに、本デ

ータベース作成にあたり、メッシュとバス停の関係性に関する設定において、

現状のバス移動とは設定値に乖離があったためと考えられる。 

 また、鉄道端末についても、同様の傾向となっており、バスに関する精度向上

が今後の課題といえる。 

 

 
図 31 高松市内々移動に関する交通手段分担率に関する比較（左：代表交通、右：鉄道端末） 
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3.3.2 都市 OS への移動データ配備の有用性検証と、移動データの安定的な供給に

つなげるためのロードマップ作成分析 

3.2.2 での検討結果に加え、現状の高松市における都市 OS の整備状況及び今後

の整備方針を踏まえ、新たな移動データを都市 OS に安定的に組み入れるための

ロードマップについて検討したものを以下に示す。 

 

表 11 今後の移動ビッグデータを活用した展開に関するロードマップ 
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4 今後の展開 

4.1 デモンストレーションの実施概要及び結果 

本事業により構築したデータベースを基に都市圏内の移動実態の概要について集

計したものは 3.1.3～3.1.4 で示している。 

それによると、公共利用者の利用圏域や各種拠点の勢力圏・商圏等がより詳細に明

確に把握することができるようになった。 

 

4.2 本事業の成果及び課題を受けての次年度以降の活動予定 

4.2.1 事業から得られた成果 

高松市にとっては、信頼性を確保した移動データをもとに、種々の施策展開を行

ってきていることから、ベースとなるデータが比較的安易かつ安価で取得できる

ことは、エビデンスの精度向上も踏まえ、非常に意義が大きいものと評価できる。 

また、これまで分野ごとに独自の考え方に基づき計画立案がなされてきた中で、

高松市が進めるデータ駆動型社会に基づく都市 OS の充実は、種々のデータが一

元化されたうえで、各計画の中でターゲットとする属性に関する移動把握が可能

となることから、他分野においてもデータ活用による、しっかりとしたエビデン

スに裏付けられた施策展開が図られることが期待できる。 

 

4.2.2 課題に対するデータの評価 

課題①：種々の政策立案で活用している“PT データ（純流動データ）”の鮮度劣

化に伴う精度の落ち込み 

携帯基地局データをベースデータとした新たな移動データが構築できることに

より、データ構築に関わる費用の大幅な削減が可能となることも踏まえ、鮮度劣

化の軽減に寄与したものと評価する。 

課題②-1：市内外・県内外の純流動を把握できるデータが存在しない 

市内々流動及び市内外流動を対象に、双方同じアルゴリズムでデータ構築するこ

とにより、高松市に関連するすべての流動の把握が可能となることから、市民を

中心とした施策展開から、市民以外の来訪者を含めた対象への効率的・効果的な

施策転換が可能となるものと評価する。 

課題②-2：データ活用に向けたハンドリングの悪さ、鮮度の劣化等を起因とした

データそのものの非効率な活用 

都市 OS への移動データの組入れにより、データ活用のハンドリングはよくなる

とともに、一定の鮮度を確保したデータが容易に活用できるようになることから、

交通政策分野以外の他分野における DX 化が加速度的に進んでいくとともに、官

民連携に基づく種々のサービス展開も期待できるものと評価する。 
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4.2.3 他地域での活用に資する知見 

PT データに関しては、10～20 年単位での更新となっていることから、人々のニ

ーズの変化、種々の開発計画による流動の変化等に対応できていないことを問題

視している自治体は多くあるものと認識している。また、データハンドリングが

悪いことが、データ利活用頻度の低下を招いているものと考えられる。 

そのため、本事業で構築した、①携帯基地局データをベースデータとする新たな

移動データの構築ロジックをもとにデータベースを構築することにより、他地域

でも容易に移動データの構築・保有ができるように仕組みが作れたものと評価す

る。 

加えて、携帯基地局ビッグデータは調査時期を問わないデータストックであるこ

とから、その特徴を生かし、平時の代表的な流動のみならず、各シーズン、イベ

ント時等、多様な流動の把握も可能になることから、種々の施策展開に役立つデ

ータになるものと考える。 

また、都市 OS への組入れにあたり、今後検討していくことになる、マネタイズ・

事業スキーム等の検討や、隣接市町間での連携検討等、定期的なデータ購入が可

能となる仕組みを検討することで、多様な都市が独自で移動データを確保できる

ようになるものと考えられる。 

 

4.2.4 効果的な広報計画 

本事業で得られた知見やデータ構築の有効性について、広く認識・理解をしても

らうため、以下の計画に基づき広報活動を実施していく。 

 

表 12 今後の広報展開 

項目 実施内容 

実施時期 令和 4 年 秋口 

説明内容 PT データの更新状況 

PT データの活用事例を踏まえた都市移動データの重要性 

基地局データ等を用いた PT データの中間補完の可能性 

参加者・登壇者 PCKK・学識・高松市 

招聘予定ゲスト 学識（調整中） 

高松市役所 

具体的な実施方法 オンライン 
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4.2.5 次年度以降の活動予定 

高松市保有の都市 OS、さらには、スーパーシティ構想の中で掲げている“ベース

レジストリ”に関して、移動データを組み込むことにより、交通政策以外の他分

野に関する検討の高質化が図られるものと考えられる。 

そこで、「移動×○○」に関するユースケースについて、スーパーシティ・スマー

トシティ検討チームへのヒアリングを行うことにより、検討した。 

次年度以降の展開を含む検討結果の概要を以下に示す。 

 

4.2.5.1 次年度以降の展開の目的 

香川県高松市をはじめ、地方都市は多様な社会的要求に応える都市政策の立案に

加え、その実行に向けてステークホルダーとの難易度の高い合意形成が課題とな

っている。 

高松市が推進しているまちづくりにおいて、土地利用や立地適正化など静的な都

市計画に関するｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ開発により、今後のデータ駆動型まちづくりを推進する

ことを目的に、高松市と連携により、高松市版の都市政策ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの構築を図る。 

 

4.2.5.2 都市政策シミュレーションの開発 

３D 都市モデルに整備されている種々のデータや、携帯基地局データに基づく移

動データ等をもとに、応用都市経済モデル（CUE モデル）を構築する。 

種々の都市政策（用途見直し（容積率・建ぺい率の緩和を含む）、都市機能・居住

誘導区域の見直し、バス路線再編等の交通政策等）の必要性の検証による、土地

利用（人口分布・事業所分布）への影響検証に向けた都市政策シミュレーション

モデルを構築する。 
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4.2.5.3 土地利用・交通モデルの構築に基づく都市政策シミュレーション開発 

都市計画基礎調査および移動データ、さらには、高松市保有の種々の交通系ネッ

トワークデータをもとに、四段階推定法からなる交通モデルと、土地利用モデル

を併用した応用都市経済モデルを構築する。 

なお、都市政策 SIM に関する高松市における活用見込としては、以下の事項が

挙げられる。 

• 立地適正化計画・用途地域の見直し 

⇒都市機能誘導区域の再設定、容積率緩和等の検討にあたっての基礎資料 

• 交通関連計画のリバイス 

⇒種々の計画見直し、MaaS 展開の基礎資料 

 

図 32 都市政策シミュレーションモデルの概要 
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4.2.5.4 都市政策シミュレーション構築後の展開 

① 高松市における展開 

都市政策シミュレーションは、高松市が検討する立地適正化計画及び用途地域の

見直しをはじめ、各種交通計画・MaaS 検討等における施策検証とともに、住民・

交通事業者等との合意形成に活用する。 

② 他基礎自治体等への水平展開 

本成果を基に、IT システムやユ―スケース手順のガイドライン化ともに、同様の

課題やニーズがある 3D 都市モデル事業やスマートシティ事業を推進する基礎自

治体に本成果を紹介して導入の促進を図る。さらにオペレーションを含むシステ

ムパッケージ化を図り、海外ローカルガバメントへの事業展開を行う。 
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5 参考資料 

5.1 全国うごき統計の概要 
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5.2 高松広域都市圏パーソントリップ調査の概要 
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出典：高松市ホームページ 

（https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/shinotorikumi/johokokai/fuzoku/fuzoku/i

chiran/toshiseibi/suisinkyo/h25.files/21151_L16_siryou3.pdf） 

 


